























活動」の捉えとして、ⅰ 具体物を用いた直接的活動 ⅱ 絵や図を用いた間接的活動 と
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教材化・数学化について Hans Freudenthal は、次のように主張している。
「 How should children learn?, in particular mathematics, which I immediately 
change into “How do people learn?”, which is the proper question, and the way to 
answer it would be;  By observing learning processes, analyzing them and reporting 
paradigms － learning processes within the total educational system, learning 
processes of pupils, groups, classes, teachers, school teams, councilors, teacher 
students, teacher trainers, and of the observers himself.  
Observing involves analyzing, by which I don’ t mean averaging or applying other 
Statistical procedures nor fitting the observational data into preconceived patterns of  
developmental psychology, Grasping “how people do learn” would be a first step 
towards solving the every day problems of practitioners. Grasping “how to teach 
learning”, and  “building a learning theory”, should be based on evidence, rather than 








即ち、①和算は数学である ②和算は実用の学である そしてもう一つ、19 世紀初頭から
中期にかけて、広範な一般民衆層への算額奉納の習慣浸透も加えて、③和算は大衆文化で








































































































































































































































とから百五減算と呼ばれた。   
同様の問題で、六十三減算、三百十五減算というものもある。これらの問題は、不定方
程式の問題で、翦管術（せんかんじゅつ）の解法と同じである。  
解説１ ７個ずつ取ったときの余りに１５をかける。 ２×３×５×１＝３０  
５個ずつ取ったときの余りに２１をかける。 １×７×３×１＝２１  
３個ずつ取ったときの余りに７０をかける。 ２×５×７×２＝１４０  








Ｎ＝７ｘ+a ・・・① Ｎ＝５ｙ+ｂ・・・② Ｎ＝３ｚ+ｃ・・・③  
①×１５ １５Ｎ＝１０５ｘ+１５a・・・①、  
②×２１ ２１Ｎ＝１０５ｙ+２１ｂ・・・②、  














とから百五減算と呼ばれた。   
同様の問題で、六十三減算、三百十五減算というものもある。これらの問題は、不定方
程式の問題で、翦管術（せんかんじゅつ）の解法と同じである。  
解説１ ７個ずつ取ったときの余りに１５をかける。 ２×３×５×１＝３０  
５個ずつ取ったときの余りに２１をかける。 １×７×３×１＝２１  
３個ずつ取ったときの余りに７０をかける。 ２×５×７×２＝１４０  








Ｎ＝７ｘ+a ・・・① Ｎ＝５ｙ+ｂ・・・② Ｎ＝３ｚ+ｃ・・・③  
①×１５ １５Ｎ＝１０５ｘ+１５a・・・①、  
②×２１ ２１Ｎ＝１０５ｙ+２１ｂ・・・②、  





よって １０５Ｎ＝１０５（ｘ+ｙ+２ｚ－Ｎ）+（１５a+２１b+７０ｃ）  
これから Ｎ＝（１５a+２１b+７０ｃ）－１０５（Ｎ－ｘ－ｙ－２ｚ）  
Ｎ－ｘ－ｙ－２ｚは整数だから  
１５a+２１b+７０ｃ から１０５の倍数をひけるだけひけばＮが求められる。  



































３でわった余り ｍ3 ×５×７× １ ＝ ①（ｍは余り、１を係数という。）  
５でわった余り ｍ5 ×７×３× １ ＝ ②  
７でわった余り ｍ5 ×３×５× ２ ＝ ③  









３ ５ ７ 術 ３ ５ ７ 術 ３ ５ ７ 術 ３ ５ ７ 術
０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ ３
１ １ １ １ １ １ ２ １ １ ３ １ １ ４












３でわった余り ｍ3 ×５×７× １ ＝ ①（ｍは余り、１を係数という。）  
５でわった余り ｍ5 ×７×３× １ ＝ ②  
７でわった余り ｍ5 ×３×５× ２ ＝ ③  









３ ５ ７ 術 ３ ５ ７ 術 ３ ５ ７ 術 ３ ５ ７ 術
０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ ３
１ １ １ １ １ １ ２ １ １ ３ １ １ ４
２ ２ ２ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ４ ２ ２ ５
０ ３ ３ ３ ０ ３ ４ ０ ３ ５ ０ ３ ６
１ ４ ４ ４ １ ４ ５ １ ４ ６ １ ４ ０
２ ０ ５ ５ ２ ０ ６ ２ ０ ０ ２ ０ １
０ １ ６ ６ ０ １ ０ ０ １ １ ０ １ ２
１ ２ ０ ７ １ ２ １ １ ２ ２ １ ２ ３
２ ３ １ ８ ２ ３ ２ ２ ３ ３ ２ ３ ４
０ ４ ２ ９ ０ ４ ３ ０ ４ ４ ０ ４ ５
１ ０ ３ １ ０ ４ １ ０ ５ １ ０ ６
２ １ ４ ２ １ ５ ２ １ ６ ２ １ ０
０ ２ ５ ０ ２ ６ ０ ２ ０ ０ ２ １
１ ３ ６ １ ３ ０ １ ３ １ １ ３ ２












３でわった余り ｍ3 ×５× ２ ＝ ① （ を係数という。）  
５でわった余り ｍ5 ×７× ２ ＝ ②  
（①+②）－１５－ ＝ 答え  
１５を引けるだけ引く。  
早見表  
３ ５ 術 ３ ５ 術 ３ ５ 術 ３ ５ 術
０ ０ ０ １ ４ ４ ２ ３ ８ ０ ２
１ １ １ ２ ０ ５ ０ ４ ９ １ ３
２ ２ ２ ０ １ ６ １ ０ ２ ４
０ ３ ３ １ ２ ７ ２ １ ０ ３
． 「８」をイメージした場合
８÷３＝２あまり２ より ２×５×２＝２０
 ８÷５＝１あまり３ より ３×３×２＝１８  
２０+１８－１５－１５＝８  
 
（２）「二十一減算」の例。（本学学生 根来ななの試案）  
説明書  
３でわった余り ｍ3 ×７× １ ＝ ① （ｍは余り、 は係数。）  
７でわった余り ｍ7 ×３× ５ ＝ ②  
（①+②）－２１－ ＝ 答え  
２１を引けるだけ引く。  
早見表  
３ 術 ３ ７ 術 ３ ７ 術 ３ ７ 術 ３ ７ 術 ３ ７ 術







３でわった余り ｍ3 ×５× ２ ＝ ① （ を係数という。）  
５でわった余り ｍ5 ×７× ２ ＝ ②  
（①+②）－１５－ ＝ 答え  
１５を引けるだけ引く。  
早見表  
３ ５ 術 ３ ５ 術 ３ ５ 術 ３ ５ 術
０ ０ ０ １ ４ ４ ２ ３ ８ ０ ２
１ １ １ ２ ０ ５ ０ ４ ９ １ ３
２ ２ ２ ０ １ ６ １ ０ ２ ４
０ ３ ３ １ ２ ７ ２ １ ０ ３
． 「８」をイメージした場合
８÷３＝２あまり２ より ２×５×２＝２０
 ８÷５＝１あまり３ より ３×３×２＝１８  
２０+１８－１５－１５＝８  
 
（２）「二十一減算」の例。（本学学生 根来ななの試案）  
説明書  
３でわった余り ｍ3 ×７× １ ＝ ① （ｍは余り、 は係数。）  
７でわった余り ｍ7 ×３× ５ ＝ ②  
（①+②）－２１－ ＝ 答え  
２１を引けるだけ引く。  
早見表  
３ 術 ３ ７ 術 ３ ７ 術 ３ ７ 術 ３ ７ 術 ３ ７ 術
０ ０ ０ １ ４ ４ ２ １ ８ ０ ５ １ ２ ２ ６
１ １ １ ２ ５ ５ ０ ２ ９ １ ６ ２ ３ ０ ０
２ ２ ２ ０ ６ ６ １ ３ ２ ０ ０ ４
０ ３ ３ １ ０ ７ ２ ４ ０ １ １ ５
ex．  「16」をイメージした場合  
１６÷３＝５あまり１ より １×７×１＝７  





２でわった余り ｍ2 ×３×５×  １ ＝① （ｍは余り、 は係数。）  
３でわった余り ｍ3 ×５×２× １ ＝②  
５でわった余り ｍ5 ×２×３× １ ＝③  
（①+②+③）－３０－ ＝ 答え  
３０を引けるだけ引く。  
早見表  
２ ３ ５ 術 ２ ３ ５ 術 ２ ３ ５ 術 ２ ３ ５ 術
０ ０ ０ ０ ０ ２ ３ ８ ０ １ １ ０ ０ ４
１ １ １ １ １ ０ ４ ９ １ ２ ２ １ １ ０
０ ２ ２ ２ ０ １ ０ ０ ０ ３ ０ ２ １
１ ０ ３ ３ １ ２ １ １ １ ４ １ ０ ２
－ 205 －
０ １ ４ ４ ０ ０ ２ ０ ２ ０ ０ １ ３
１ ２ ０ ５ １ １ ３ １ ０ １ １ ２ ４
０ ０ １ ６ ０ ２ ４ ０ １ ２ ０ ０ ０
１ １ ２ ７ １ ０ ０ １ ２ ３
ex．  「23」をイメージした場合  
２３÷２＝１０あまり１ より １×３×５×１＝１５  
２３÷３＝７あまり２ より ２×５×２×１＝２０  





５でわった余り m5 ×７× ３ ＝① （ｍは余り、 は係数。）  
７でわった余  り ｍ7 ×５× ３ ＝②  






７でわった余り ｍ7 ×９× ４ ＝① （ｍは余り、 は係数。）  
９でわった余り ｍ9 ×７× ４ ＝②  




０ １ ４ ４ ０ ０ ２ ０ ２ ０ ０ １ ３
１ ２ ０ ５ １ １ ３ １ ０ １ １ ２ ４
０ ０ １ ６ ０ ２ ４ ０ １ ２ ０ ０ ０
１ １ ２ ７ １ ０ ０ １ ２ ３
ex．  「23」をイメージした場合  
２３÷２＝１０あまり１ より １×３×５×１＝１５  
２３÷３＝７あまり２ より ２×５×２×１＝２０  





５でわった余り m5 ×７× ３ ＝① （ｍは余り、 は係数。）  
７でわった余  り ｍ7 ×５× ３ ＝②  






７でわった余り ｍ7 ×９× ４ ＝① （ｍは余り、 は係数。）  
９でわった余り ｍ9 ×７× ４ ＝②  
（①+②）－６３－ ＝ 答え  
６３を引けるだけ引く。  
早見表  
7 ９  術  ７  ９  術  ７  ９  術  ７  ９  術  ７  ９  術  ７  ９  術  
０  ０  ０  ３  １  1
0 
６  ２  2
0 
２  ３  3
0 
５  ４  4
0 
１  ５  5
0 
１  １  １  ４  ２  1
1 
０  ３  2
1 
３  ４  3
1 
６  ５  4
1 
２  ６  5
1 
２  ２  ２  ５  ３  1
2 
１  ４  2
2 
４  ５  3
2 
０  ６  4
2 
３  ７  5
2 
３  ３  ３  ６  ４  1
3 
２  ５  2
3 
５  ６  3
3 
１  ７  4
3 
４  ８  5
3 
４  ４  ４  ０  ５  1
4 
３  ６  2
4 
６  ７  3
4 
２  ８  4
4 
５  ０  5
4 
５  ５  ５  １  ６  1
5 
４  ７  2
5 
０  ８  3
5 
３  ０  4
5 
６  １  5
5 
６  ６  ６  ２  ７  1
6 
５  ８  2
6 
１  ０  3
6 
４  １  4
6 
０  ２  5
6 
０  ７  ７  ３  ８  1
7 
６  ０  2
7 
２  １  3
7 
５  ２  4
7 
１  ３  5
7 
１  ８  ８  ４  ０  1
8 
０  １  2
8 
３  ２  3
8 
６  ３  4
8 
２  ４  5
8 
２  ０  ９  ５  １  1
9 
１  ２  2
9 
４  ３  3
9 
０  ４  4
9 
３  ５  5
9 
以下略  
ex．  「59」をイメージした場合  
５９÷７＝８あまり３ より ３×９×４＝１０８  
５９÷９＝６あまり５ より ５×７×４＝１４０  
１０８+１４０－６３－６３－６３＝５９  
解説  
「7 個ずつ引くときは３個余り、9 個ずつ引くときは５個余るというとき、総数５９・・・」  
まず、９で割り切れ、7 で割ると１余る数を求める。  
－ 207 －










７×９＝６３は、７でも９でも割り切れる数であるから ２４８－６３＝１８５、  
１８５－６３＝１２２、１２２－６３＝５９ は条件を満たす数である。」  
（６）「百六十五減算」の例。  
説明書  
３でわった余り ｍ３ ×５×１１× １ ＝① （ｍは余り、 は係数。）  
５でわった余り ｍ５ ×１１×３× ２ ＝②  
11 でわった余り  ｍ11 ×３×５× ３ ＝③  
（①+②+③）－１６５－ ＝ 答え  
１６５を引けるだけ引く。  
早見表  
３ ５ 術 ３ ５ 術 ３ ５ 術 ３ ５ 術
０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ０ ０ ８ ０ ０ １
１ １ １ １ １ １ ５ １ １ ９ １ １ ２
２ ２ ２ ２ ２ ２ ６ ２ ２ ２ ２ ３
０ ３ ３ ３ ０ ３ ７ ０ ３ ０ ０ ３ ４
－ 208 －










７×９＝６３は、７でも９でも割り切れる数であるから ２４８－６３＝１８５、  
１８５－６３＝１２２、１２２－６３＝５９ は条件を満たす数である。」  
（６）「百六十五減算」の例。  
説明書  
３でわった余り ｍ３ ×５×１１× １ ＝① （ｍは余り、 は係数。）  
５でわった余り ｍ５ ×１１×３× ２ ＝②  
11 でわった余り  ｍ11 ×３×５× ３ ＝③  
（①+②+③）－１６５－ ＝ 答え  
１６５を引けるだけ引く。  
早見表  
３ ５ 術 ３ ５ 術 ３ ５ 術 ３ ５ 術
０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ０ ０ ８ ０ ０ １
１ １ １ １ １ １ ５ １ １ ９ １ １ ２
２ ２ ２ ２ ２ ２ ６ ２ ２ ２ ２ ３
０ ３ ３ ３ ０ ３ ７ ０ ３ ０ ０ ３ ４
１ ４ ４ ４ １ ４ ８ １ ４ １ １ ４ ５
２ ０ ５ ５ ２ ０ ９ ２ ０ ２ ２ ０ ６
０ １ ６ ６ ０ １ ０ １ ３ ０ １ ７
１ ２ ７ ７ １ ２ ０ １ ２ ４ １ ２ ８
２ ３ ８ ８ ２ ３ １ ２ ３ ５ ２ ３ ９
０ ４ ９ ９ ０ ４ ２ ０ ４ ６ ０ ４
１ ０ １ ０ ３ １ ０ ７ １ ０ ０
２ １ ０ ２ １ ４ ２ １ ８ ２ １ １
０ ２ １ ０ ２ ５ ０ ２ ９ ０ ２ ２
１ ３ ２ １ ３ ６ １ ３ １ ３ ３
２ ４ ３ ２ ４ ７ ２ ４ ０ ２ ４ ４
以下略  
ex．  「60」をイメージした場合  
６０÷３＝２０あまり０ より ０×５×１１×１＝０  
６０÷５＝１２あまり０ より ０×１１×３×２＝０  








５でわった余り ｍ５ ×７×９× ７ ＝① （ｍは余り、 は係数。）  
７でわった余り ｍ７ ×９×５× ５ ＝②  
９でわった余り   ｍ９ ×５×７× ８ ＝③  




ex．  「158」をイメージした場合  
１５８÷５＝３１あまり３ より ３×７×９×７＝１３２３  
１５８÷７＝２２あまり４ より ４×９×５×５＝９００  







５×７ｘ＝９ｙ+５（ｘ、ｙは正の整数）の１つの解は ５（７ｘ－１）＝９ｙ より  
７ｘ－１＝９ ５y 
これよりｙ＝１５、ｘ＝４を得る。  
このとき ３５ｘ＝９ｙ+５＝１４０  
つぎに７と９で割り切れ、５で割ると３余る数を求める。  









５でわった余り ｍ５ ×７×９× ７ ＝① （ｍは余り、 は係数。）  
７でわった余り ｍ７ ×９×５× ５ ＝②  
９でわった余り   ｍ９ ×５×７× ８ ＝③  




ex．  「158」をイメージした場合  
１５８÷５＝３１あまり３ より ３×７×９×７＝１３２３  
１５８÷７＝２２あまり４ より ４×９×５×５＝９００  







５×７ｘ＝９ｙ+５（ｘ、ｙは正の整数）の１つの解は ５（７ｘ－１）＝９ｙ より  
７ｘ－１＝９ ５y 
これよりｙ＝１５、ｘ＝４を得る。  
このとき ３５ｘ＝９ｙ+５＝１４０  
つぎに７と９で割り切れ、５で割ると３余る数を求める。  
７×９ｘ＝５ｙ+３（ｘ、ｙは正の整数）の１つの解は ｘ＝１、ｙ＝１２  
このとき６３ｘ＝５ｙ+３＝６３  
さらに９と５で割り切れ、７でわると４余る数を求める。  
５×９ｘ＝７ｙ+４（ｘ、ｙは正の整数）の１つの解は ｘ＝６、ｙ＝３８  
このとき４５ｘ＝７ｙ+４＝２７０  
以上により、１４０+６３+２７０＝４７３は条件を満たす数である。  
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